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＜審査結果の要旨＞  

 

１．主論文の内容と概略 

 本研究は、入院高齢男性における基本動作能力自立度別の複数の体幹筋厚の役割を明らかにし、理

学療法の臨床に資することを目的としている。まず、最初の研究で健常若年男性 26 名（22.2±1.6

歳）を対象とし、超音波画像診断装置を用いて臥位、座位、立位の体幹筋（腰部多裂筋、脊柱起立筋、

腹横筋、内腹斜筋、外腹斜筋）の筋厚を測定し、級内相関係数（ICC）による信頼性の検証を行った。

結果、測定方法は十分高い信頼性が得られ（ICC=0.79～0.98、）姿勢による体幹筋厚の相違が見られ

た。次の研究では、健常高齢男性 30名（70.7±4.8 歳）を対象に姿勢別の体幹筋厚を求めた。姿勢に

よる筋厚の変化率については若年者と異なる結果が得られ、特に座位と立位では加齢によって筋の使

い方が違う可能性が示唆された。 

 この 2つの研究の結果を受けて、より臨床応用につなげるために、一般病院に入院中の高齢男性 42

名（81.9±8.8 歳）を対象に基本動作自立度（臥位自立群、座位自立群、立位自立群）による臥位で

の体幹筋厚の比較を行った。分散分析の結果、自立度による筋厚の違いが見られたのは、腰部多裂筋、

脊柱起立筋で、より高い自立度の群が有意に大きな筋厚を示した。 

本研究は国際医療福祉大学研究倫理審査委員会(16-IO-77, 17-IO-101)、国際医療福祉大学病院研

究倫理審査委員会の承認(13-B-262)を得て行われており、その結果は基本動作自立度に応じた体幹筋

のトレーニング方法を確立するための基礎データであり、理学療法の新しい治療指針に資する有益な

研究としてその新規性を高く評価できる。 

 

２．審査経過 

 平成 30年 12月 14日、1回目の審査を行った。この中では超音波画像診断装置による筋厚測定の妥

当性、左右差の検討について質問がなされたが、適切な回答が得られた。この審査での指摘事項につ

いてのより詳細な回答と、それに基づいて修正を行った論文が 12月 19日に提出された。口頭試問に

おいても適切な応答がなされており、修正論文の内容から審査会の審査員全員は本論文が著者に博士

（保健医療学）の学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。 
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